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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第６部門第２区分
【発行日】平成20年5月29日(2008.5.29)

【公開番号】特開2006-293021(P2006-293021A)
【公開日】平成18年10月26日(2006.10.26)
【年通号数】公開・登録公報2006-042
【出願番号】特願2005-113683(P2005-113683)
【国際特許分類】
   Ｇ０３Ｇ  15/00     (2006.01)
   Ｆ１６Ｃ  13/00     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｇ０３Ｇ  15/00    ５５０　
   Ｆ１６Ｃ  13/00    　　　Ｂ

【手続補正書】
【提出日】平成20年4月11日(2008.4.11)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　外周面の少なくとも一部が凹凸状に加工され、かつ該外周面に離型剤が塗布されている
ことを特徴とする弾性ローラの軸芯体。
【請求項２】
　前記外周面の全面が凹凸状に加工され、かつ該外周面の全面に離型剤が塗布されている
ことを特徴とする請求項１記載の弾性ローラの軸芯体。
【請求項３】
　前記外周面の凹凸状に加工された部分の１０点平均粗さが５０～３００μｍであること
を特徴とする請求項１または２に記載の弾性ローラの軸芯体。
【請求項４】
　前記離型剤がフッ素系離型剤であることを特徴とする請求項１～３のいずれかに記載の
弾性ローラの軸芯体。
【請求項５】
　請求項１～４のいずれかに記載の軸芯体と、該軸芯体の周面に形成された弾性層とを有
することを特徴とする弾性ローラ。
【請求項６】
　弾性ローラの再生方法であって、請求項５に記載の弾性ローラの弾性層を剥がして軸芯
体の外周面を露出させた後、該軸芯体の外周面に弾性層を再び設ける工程を有することを
特徴とする弾性ローラの再生方法。
【請求項７】
　前記工程において、露出させた軸芯体の外周面に離型剤を塗布した後、弾性層を再び設
けることを特徴とする請求項６に記載の弾性ローラの再生方法。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１４
【補正方法】変更
【補正の内容】
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【００１４】
　上記課題を解決するため、本発明の弾性ローラの軸芯体は、外周面の少なくとも一部が
凹凸状に加工され、かつ該外周面に離型剤が塗布されていることを特徴とする。すなわち
、本発明の軸芯体は、外周面に離型剤が塗布されているために軸芯体を再生する際には容
易に弾性層を軸芯体から剥がすことができ、また外周面の少なくとも一部が凹凸状に加工
されることによって回転方向の剪断力に対しては高い耐久性を示す。
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１５
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１５】
　本発明にかかる弾性ローラは、上記構成の軸芯体と、該軸芯体の周面に形成された弾性
層とを有することを特徴とする。
【手続補正４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１６
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１６】
　本発明にかかる弾性ローラの再生方法は、上記構成の弾性ローラの弾性層を剥がして軸
芯体の外周面を露出させた後、該軸芯体の外周面に弾性層を再び設ける工程を有すること
を特徴とする。
【手続補正５】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１７
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正６】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１８
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正７】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２２
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００２２】
　弾性ローラは、例えば図２に示すような断面構造を有し、図３にも示すように軸芯体６
と、該軸芯体６の外周上に同芯円状に形成された弾性層７を有する。また、形成された該
弾性層７の外周上に表層８として樹脂層を形成することもできる。
【手続補正８】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２３
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００２３】
　本発明で使用する軸芯体６は、例えば、炭素鋼合金表面に５μｍ厚さの工業ニッケルメ
ッキを施した円柱である。軸芯体６を構成する材料としては他にも、例えば鉄、鋼、アル
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ミニウム、チタン、銅及びニッケル等の合金やこれらの金属を含むステンレス、ジュラル
ミン、真鍮及び青銅等の合金、さらにカーボンブラックや炭素繊維をプラスチックで固め
た複合材料等の剛直で導電性を示す公知の材料を使用することも出来る。また、形状とし
ては、円柱状のほかに中心部分を空洞とした円筒形状とすることもできる。
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